
ラミネートセル圧力分布計測に最適

圧力分布センサー

BPDシリーズ

■ SWE In situ セル膨張測定システムとの併用でセルの圧力分布を測定可能

■ SWE In situ セル膨張測定システムの加圧によりセンサの値付けをすることでドリフト誤差を抑制

■ 測定セルのサイズに合わせて感圧部サイズを特注可能

■ 5 MPaの耐圧でモジュールに組んだ際の圧力挙動を模擬可能（BPD1000）

■ 最大100個/cm2のセンサーで3D圧力分布マップを出力可能（BPD1100-L）

仕様

製品特長

型番 BPD1000 BPD1100-L

測定仕様

感圧部サイズ（mm） 7.5 ×7.5 ～ 300×300 10×10 ～ 600×400

圧力センササイズ
圧力センサ密度

7.5 mm角 5/ cm² ~100/ cm²

測定圧力レンジ 0～5 MPa 0～2、0～3、3～5 MPaで指定

圧力測定確度 ±12％FSR ±10％FSR

3Dマップ － 〇

ユーティリティ仕様

入力電圧 単相100 V / 200 V 単相100 V / 200 V

電源容量 30 W 30 W

センサ厚み 0.35 mm以下

耐熱温度範囲 10℃ ～ 50℃ -20℃ ～ 60℃

BPD1000
Si/C系負極電池の3D圧力分布マップ

（BPD1100-L）



測定事例

■ SWE in situセル膨張測定装置、ポテンショスタットと組み合わせることでサイクル中のセルの

膨圧挙動を測定可能

◆ 充放電に伴う膨圧変化

◆ 異なる負極材料の膨圧分布の比較（SOC50%）
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一般的な正極材料においてセルの膨圧測定を

する事ができ、セル毎の膨圧挙動の差が測定

されました。

充電に伴いタブ近傍の3-3、4-4などにおいて急峻な膨圧の上昇が確認された一方、1-1や11-5のような

セル外縁部では膨圧が低いことが確認されました。

また放電後の圧力分布が充電前と同様であることが確認されました。
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